
県民からの意見・提言等

津波ハザードマップに「遡上高＝命の際」の表示を求めます

発言概要

ハザードマップに「遡上高＝命の際」の概念と表示を現在、多くのハザードマップは「津波高」を基
準として作成されている。
しかし、命を奪うのは海岸の波ではなく、遡上して陸地を襲う波（＝遡上高）である。東日本大震災
では、津波高が10m前後とされる一方、遡上高は40.5mに達した。
住民が「ハザードマップの線外だから大丈夫」と思い込み、逃げ遅れた事例が数多くあり、これで
は、地図が命を守るどころか、「命を落とす誤信の根拠」になってしまう。

回答概要

「津波浸水想定図」※１は、津波防災地域づくりに関する法律（平成23年法律第123号）
第８条第１項に基づき設定するもので、設定にあたり国土交通省がとりまとめた「津
波浸水想定の設定の手引き」を参考に行っています。また、その津波は、東日本大震
災での経験を踏まえ、あらゆる可能性を考慮した最大クラスの津波が悪条件下におい
て発生したと仮定した場合に想定されるものを採用しています。
なお、「津波浸水想定」は津波の遡上を標高ではなく、面的な広がりとして表現す
るもので、津波が陸上を遡上し、浸水するおそれのある土地の区域（浸水域）とその
水深（浸水深）を示し、その場所における浸水深毎に色分け着色しています。
　御意見者様からの提言について、以下のとおり回答します。
１「津波はここまで来る可能性はある」と、最悪の想定に基づく基準で伝える表現に
ついて
●　津波浸水想定図の留意事項※2の中で表示しているものと考えます（関係箇所に赤下線）。
２ 色分けや帯などで、どこまで逃げれば安全なのかを視覚的に伝える設計について
●　浸水深毎に色分け着色し、視覚的に伝える設計としています。
３ 遡上高の最大想定を「命の際(きわ)」として明示について
●　浸水区域の範囲外が「命の際」が示す箇所になるものと思われますが、地震・津
波といった自然現象には多様性があり、想定以上の津波が発生することもありう
ることから、「命の際」として明示まではできないものと考えております。
御意見者様がおっしゃる「二度と想定外とは言わせない」との言葉のとおり、私たちも東日本大震
災での甚大な被害を教訓に「なんとしても人命を守る」という観点で津波リスクについて周知・啓発
してまいりたいと思います。

主担当課 : 危機管理部 危機政策課
電話番号 : 054-221-2456
FAX番号 : 054-221-3252
メール : boukei@pref.shizuoka.lg.jp



【参考】

※1 津波浸水想定図：県ホームページ「静岡県津波浸水想定」

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/jishintsunami/1040794/1029853.html

※2 津波浸水想定図に記載している留意事項の内容

【留意事項】

○この図に関する詳細な説明については、「津波浸水想定について」をご参照ください。

○「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成23 年法律第123 号）第８条第１項

に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。

○「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生したと仮定した場合に想定され

る浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を設定するものです。

○最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想定さ

れる津波から設定したものですが、これよりも大きな津波が発生する可能性がないというもので

はありません。過去の地震津波においては、本図で示した浸水域より内陸部まで津波が到達して

いる記録が残っている場所もあり、本資料で浸水しないとされた地域においても津波の危険性が

全く無いということではありません。

○津波浸水想定の浸水域や浸水深は、「何としても人命を守る」という考えの下、避難を中心とし

た津波防災地域づくりを進めるためのものであり、津波による災害や被害の発生範囲を示すもの

ではないことにご注意ください。

○本資料に示される浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあ

ります。

○浸水域や浸水深は、地面の凹凸や構造物の影響等により、浸水域外でも浸水が発生したり、局所

的に浸水深がさらに大きくなったりする場合があります。

○本津波浸水想定では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波の遡上

等により、実際には水位が変化することがあります。


